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C) スワップボディーコンテナ車両等を活用した中継輸送

※上記のような案件を重点施策として優先的に採択するが、これ以外の物流効率化に資する案件も採択対象とする。

令和元年度 モーダルシフト等推進事業において優先的に採択する案件の例（重点施策）

D) 鮮度保持コンテナの活用等による農産品輸送の効率化

（Y地区）スワップボディ車両やトラクター（ヘッド）のスイッチなど

E) 旅客鉄道等の空きスペースを活用した貨客混載

B) 複数企業による混載または帰り荷を確保したモーダルシフト
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して貨客混載
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（Q地方）

×
×

駅

×
×

卸
売
市
場

（P地方）

鉄道や船舶を活用する等
によって輸送を効率化

○
○
駅

×
×

駅

A工場

B工場

X工場

Z工場

複数企業で混載または帰り荷を
確保してのモーダルシフト
※空容器の返却は帰り荷には含めない

A) 荷主や輸送事業者等の連携・工夫による輸送の効率化

F) 地域内や館内物流、オープン型宅配ボックス等の導入等による共同配送

• 地域の宅配等について、複数の事業者が同一のボックスを共
用する等の共同配送

• 建物内での配送について、荷捌き場等にて一旦集約し、館内
は専門の業者がまとめて配送する等の共同配送

A社 B社 Z社X社

荷姿等の標
準化、リードタ
イムの延長や
荷量の平準
化など、荷主
等と連携した
工夫による輸
送の効率化

物量・配送回数の平準化で配送回数・必要車両台数を効率化

外装・ロット・伝票等がバラバラ 仕様を統一（標準化）

A社 B社 A社 B社


